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　白川犬卒都婆地区に伝わる伝統行事「ゴンダチ」は、羽山神

社の例祭が行われる毎年11月８日に、数え年７歳を迎えた男児が

７つに切り分けた一升分のもちを背負って羽山神社に登り、成長

を感謝・祈願する行事です。�

　ゴンダチは、参加する７歳の男児が、前日の７日に父親や親類と

ともに近所にあいさつ回りを行って、男児の家で祝宴を開くことか

ら始まり、翌８日の早朝４時過ぎから、父親や親戚らに付き添われ

て男児が羽山神社に登り、おはらいを受けた後に持ち寄った料理

を振る舞い合います。夜明けごろに下山し、自宅で祝宴を行い一

連の行事が終了となります。�

　「記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」とは、担い
手の減少で消滅する可能性がある伝統行事を指定し、記録書や
映像の保存を国に義務付けるもので、「ゴンダチ」は県内で７番
目の選択となります。�
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白川犬卒都婆地区の「ゴンダチ」が�
文化庁「記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財」に選択（２月６日）�
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　日本刀鍛錬技術保持者の宮城眞一さん（刀匠名：昭守）

の作刀は、江戸時代の名刀工である源清麿や、日本刀製作

の五大流派の一つである「相州伝（そうしゅうでん）」の作風

を目標とした作刀であり、作品はその作域に肉迫しています。

また、地鉄（じがね）の研究にも取り組み、鎌倉時代の刀剣を

ほうふつさせる地鉄を再現できる数少ない刀匠の一人である

と評価されました。�

※片倉家中武家屋敷「旧小関家」では、５月５日まで宮城さ

んの作品展を開催しています。県指定無形文化財に指定

された作品をぜひご覧になってください。�

日本刀鍛錬技術保持者の宮城眞一さん（大畑）が�
宮城県指定無形文化財（工芸技術）に指定（３月30日）�

市教育委員会では、

白石和紙流通に関す

る「渡辺家古文書（仲

間義定録）」（1,500円）

を発刊しました。検

断屋敷から発見され

た「木村家の古文書」

（2,000円）も好評発

売中です。�

文化財調査報告書�
発刊のご案内�

　かつて旧上戸沢検断屋敷木村家住宅が所在していた、小原の上戸沢地区は、仙

台藩境の番所が置かれていた宿場町です。�

　木村家は、この上戸沢宿の行政や運送などの業務を司る検断役を代々勤めた家で

あり、木村家住宅は、江戸中期は下らないとされる建築当時の部材を活用し、昨年３月

に材木岩公園内に移築復原されたものです。�

　宿場町の象徴であった貴重な古建築であるばかりでなく、藩政時代の宿場のありさ

まなど、多くの情報を後世に伝える貴重な文化財であることが評価されたものです。�

小原地区自治会連合会が文化財指定の記念品を３点制作�
　小原地区自治会連合会（高橋昶会長）では、検断屋敷の文化財指定を記念して、

記念品を３点制作しました。�

　この記念品は、材木岩公園内の検断屋敷で販売していますので、ぜひお求めにな

ってください。お問い合わせは、小原公民館（029-2031）まで。�

①江戸時代に山形藩士の妻が書き記した道中絵日記をモチーフにした「歴史手拭い」

（１枚500円）�

②江戸時代に上戸沢地区の検断が発行した物産（くず粉）の出入り許可証「物産切

手」を染め抜いた「古文書染め抜きハンカチ」（２枚１組・500円）�

③検断屋敷を図案とした「記念切手・絵はがきセット」（10枚１組・1,000円）�

旧上戸沢検断屋敷木村家住宅が�
宮城県指定有形文化財（建造物）に指定（３月30日）�

▲文化財指定記念品３点�
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使用ソフトウェアを新しいバージ
ョンに変更しています。パソコン講
習会をぜひご活用ください。
●申し込み締め切り

５月分　５月６日（木）
６月分　６月６日（日）

※締め切り後でも定員に空きがあれ
ば受講できますので、問い合わせく
ださい（下記日程表参照）。

■パソコン講習会開催

■市内施設のなるほどイベント情報

1 情報センター「アテネ」
http://www.city.shiroishi.miyagi.jp/athens/

開館　水～日曜日・祝日
9:00～17:00

5月の休館日　10・11・17・18・24・25・31日
022-1500 422-1502

※基礎コースのテキストでインターネット・電子メールコースも受講できます。�

パソコン講習会　5月・6月分日程表�

コース名�

基礎コース�
（午前）�

インターネットコース�
（午後）�

電子メールコース�
（午後）�

Ｗｏｒｄ2003コース�
（１日）�

Ｅｘｃｅl2003コース�
（１日）�

内　　容�

パソコン操作の基礎�

インターネットの�
利用の仕方�

電子メールの�
送受信の仕方�

ワープロの基本操作�
※基礎コース終了程度の方�

表計算の基本操作�
※基礎コース終了程度の方�

定員�

各10名�

10名�

10名�

10名�

10名�

無料�

無料�

無料�

1,000円�

1,000円�

1,000円�

2,000円�1,000円�

2,000円�1,000円�

受講料�テキスト代�

  9:30～12:30�

13:30～16:30�

13:30～16:30�

  9:30～16:30�

  9:30～16:30

時　間� 5月� 6月�

�

�
23（水）�

�

25（金）�

26（土）�

20（日）�
23（水）�

�

�
�

19（水）�

22（土）�

21（金）�

16（日）�
19（水）�

●会場 アテネ３階会議室（研修室）
●受講資格 白石市民または市内に
通勤、通学している方で図書館共用
利用者カードをお持ちの方
●申し込み方法 ハガキ（ＦＡＸ）
またはアテネ備付の申込用紙で各締
め切り日までに申し込みください。
郵送（ＦＡＸ）の場合には、①住所
②氏名③年代④連絡先電話番号⑤利

4 片倉家中武家屋敷「旧小関家」

用者カード番号⑥希望コース名と希
望月日を明記してください。受講料、
テキスト代は当日お持ちください。
申込書のあて先
989-0257 白石市字亘理町37-3

白石市情報センター
※締め切り日に集計し文書で講習日
をお知らせします。定員を超えたコ
ースは抽選などで調整します。
なお、講師用に受講者名簿（氏名、

年代のみ記入）を作成しますので、
ご了承願います。

パソコン操作などの質問、疑問の
ある方、お気軽にどうぞ！ご自分の
パソコンを持ち込んでの相談もでき
ます（予約は不要。直接会場にお越
しください）｡
●日時 ５月16日（日）・20日（木）

14:00～16:30
●会場 アテネ３階会議室（研修室）

■パソコン相談

■碧水園能楽堂特別公演　奥州鬼女伝説「安達原」

■端午の節句展開催

2 古典芸能伝承の館
「碧　水　園」

5月の休館日　10・17・24・31日
0・425-7949

５月の休館日　6・10・17・24・31日

0・422-1635

「広告からはがきを作ろう」

●日時 ５月８日（土）10:00～11:30
●定員 10名
●持参する物 新聞紙・広告2～3枚

５月1・8・15・22・29日　8:30～12:00

５月22日（第４土）8:30～12:00
◇申し込み方法 リサイクル教室、
フリーマーケット出店希望者は、開
催３日前までに申し込みください。

3 いきいきプラザ

●開催期間

４月29日（祝）～５月５日（祝）
9:00～17:00

●内容

宮城昭守氏による刀剣の展示・五
月人形の展示

・５月３日（祝）9:00～
片倉鉄砲隊の皆さんの協力による

兜・鎧試着体験
・５月３日（祝）10:00～
市食生活改善推進員会会員による

笹巻き作りの実演と試食

【５月１日チケット発売開始】

白石ゆかりの観世流能楽師小島英
明さん、和泉流狂言の野村万作さん
がシテをつとめます。
ぜひご覧ください。

●日時 ６月26日（土）14:00開演
●演目

観世流能「安達原」、和泉流狂言
「伯母ヶ酒」、観世流仕舞「山姥」
「大江山」
●入場料

正面指定席5,000円、正面補助指定
席・脇正面指定席4,500円、自由席
4,000円、学生席2,500円
●チケット取り扱い先

碧水園、市庁舎２階振興課、中央
公民館、婦人の家、ふれあいプラザ、
ホワイトキューブ

新緑の庭園でリラックスしてみま
せんか。
●日時 ５月23日（日）10:00～15:00
●お茶券 400円

■碧水園茶会

■定期リサイクル教室

■青っ葉市（毎週土曜定期市）

■フリーマーケット
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